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研究分野：化学 
科研費の分科・細目： 
キーワード：π豊富分子，フラーレン，生物有機化学，有機エレクトロニクス 
 
１．研究計画の概要 
本研究はπ電子豊富分子の特異な構造・物性
に着目し，それを活用した生体内機能性分子
および生体模倣分子の設計合成を行う． 
 
２．研究の進捗状況 
平成２２年度までに，研究期間後期での研究
展開のために有効な基盤と成る研究成果を
得ている．次に，いくつかの例を挙げる．（１）
生体内機能性フラーレンの開発．この研究項
目では，遺伝子運搬機能をもつフラーレンの
設計・合成を行い，動物個体への遺伝子導入
法の開発に成功した．既存の市販試薬を凌駕
する遺伝子運搬能に加え，特異な運搬部位を
もつことを明らかにした．この成果は，国内
外新聞等に取り上げられている．（２）生体
分子模倣型π電子豊富分子の設計・合成．こ
の研究項目では，非天然骨格を持つ人工核酸
を開発し，さらにステロイド骨格模倣型や
DNA 二重鎖模倣型π電子豊富分子の合成法
の開発を行った．このうち非天然骨格をもつ
人工核酸については生体内機能の開発の検
討が進むとともに，新しい電子材料への応用
についての萌芽的成果を得ている．なお，こ
の新しい萌芽的成果については領域内での
共同研究により遂行しており，新学術領域研
究としての特色を活かした研究となってい
る．またステロイド骨格を模倣したπ電子豊
富分子については，新規合成法を開発するこ
とで大量供給可能な合成手法の開発に成功
している．二重鎖模倣型分子では，「二重架
橋」という新しい合成戦略を活用することで，
小さな基盤分子を活用し，大きなπ電子豊富
分子を効率的に合成する手法を開発した．こ
の二重架橋法は汎用性が高く，有機 EL デバ
イスのキャリア輸送材料への応用を実現し

た． 
 
３．現在までの達成度 
区分：当初の計画以上に進展している． 
研究は順調に進展しており，当初，計画して
いた以上に有望な成果を得ている．すなわち，
有機合成を基盤とした生命科学分野および
材料科学分野に波及効果をもつ機能性分子
の開発は研究後期までに達成を目指してい
た研究項目であるが，すでにその開発に成功
していることは，特筆に値する．またこの成
果を挙げるに辺り，領域内共同研究を活用し
ていることも新学術領域研究の意義を再確
認するものである． 
 
４．今後の研究の推進方策 
機能性探索の基盤と成る基礎分子群をつく
りだしてきており，研究後期ではこれらの分
子群の機能評価・探索を重点的に進めて行く． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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